
- 17 - 

 

強制爪とび試験における爪とびの検出方法 

ほうろうには｢爪（つま）とび｣という不具合が知られています｡本技術は､耐爪とび性能を有す

る､ほうろう用の釉薬を開発する上で必須となる耐爪とび性能の評価を可能とするものです｡ 

本技術の内容・特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

従来技術に比べての優位性 

➊ 

➋ 

爪とびの検出に音を用いることで測定者

間でのばらつき低減 

音を用いて自動計測化も可能 

予想される効果・応用分野 

➊ 

 

耐爪とび性能を有する釉薬の開発 

 

提供できる支援方法 
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水の電気分解の原理で試験片表面（鋼板側）に水素を発生させ、強制的に爪とびを発生。

試験開始から爪とび発生までの時間で評価。 

＜爪とびの検出方法の比較＞ 

見た目では判断しづらいものでも、音を使う

ことで容易に爪とびを検出できます。 

 強制爪とび試験 

t: 爪とび発生までの時間（分）
d: 鋼板の厚み（mm）

TFS：Time for first Fish Scale 

耐爪とび性能の指標（TFS）の算出式 爪とびとは

釉薬の焼成時に鋼板中に溶解し
た水素が、冷却後徐々に釉薬層
－鋼板の界面に集積し、圧力が高
まり釉薬層がはじけ飛ぶ現象。

H H
H

H H H

剥離（爪とび）
高圧水素ガス

（H2）

釉薬層

釉薬層

鋼板

電極

－

＋

試験片

片面の釉薬を除去

ビデオカメラ

http://www.iri-tokyo.jp/joho/seika/h27_youshi/documents/monozukuri_01.pdf
http://www.iri-tokyo.jp/joho/seika/h27_youshi/documents/monozukuri_01.pdf
http://www.iri-tokyo.jp/joho/kohoshi/houkoku/h27/documents/n2714.pdf
http://www.iri-tokyo.jp/joho/kohoshi/houkoku/h27/documents/n2714.pdf

